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思い出のギャラリーに参加してみませんか

クリエ ー ションあだち
平 成8 年5 月の開設を目指して中央本町一丁目に建般
が進められている区役所新庁舎。この庁舎の壁面に、区
民のみなさんの絵付け タイルを暸盾する事業 が進められ
ています。名付けて「クリエーションあだち」。あなたも、
ぜひ参加してみませんか。

新
庁
舎
の
壁
面
に
あ
な
た
の

絵
タ
イ
ル
を
残
そ
う

シ
リ
ー
ズ
第
4
弾

「
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
あ
だ
ち
」は
、
足

立
区
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
新
庁

舎
に
、
区
民
が
描
い
た
絵
タ
イ
ル
を
残

す
」と
で
、
直
接
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
も
ら
お
う
と
、
東
京
青
年
会
議
所

足
立
区
委
員
会
が
企
画
・
発
案
。
砌
ま

ち
づ
く
り
公
社
と
区
が
協
力
し
て
行
う

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
実

施
し
て
き
た
「
ク
レ
ヨ
ン

ア
ベ
ニ
ュ
ー

」「
ク
レ
ヨ
ン

プ
ロ
ム
ナ
ー
デ
」「
ク
レ
ヨ
ン
マ
ウ
ン
ト

ア
ー
ト
」に
続
く
、シ
リ
ー
ズ
第
4
弾
と

な
り
ま
す
。

※
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
あ
だ
ち

ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
は
創
造
。
未
来
に
向
か
っ
て

足
立
区
を
、
夢
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ク
レ
ヨ
ン
マ
ウ
ン
ト
ア
ー
ト
(
千
住
旭

町
・
千
住
旭
公
園
)
平
成
5
年
設
置

キ
ャ
ン
パ
ス
は
1
0
c
m×1
0㎝
四
方
の

か
わ
い
い
タ
イ
ル

2
1世
紀
に
向
け
た
み
な
さ
ん
の
夢
、

こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
、
あ

る
い
は
、
理
想
や
想
像
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
1
0″

×
1
0
m
四
方
の
タ
イ
ル

に
、赤
、
青
、
黄
な
ど
、
様

々
な
色
を
使
っ
て
、
自
由

な
。夢
・
未
来
'
を
描
い

て
い
た
だ
き
ま
す
(
紙
に

描
い
た
も
の
を
タ
イ
ル
に

転
写
)
。み
な
さ
ん
が
描
い

た
5
千
5
5
0枚の
絵
タ
イ
ル

は
、
新
庁
合
の
ギ
ャ
ラ
リ

1
や
、
隣
接
す
る
中
央
公
園
に
設
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。

ただいま準 備中

募集は7 月から

現
在
。
実
行
委
員
会
と
ま
ち
づ
く
り

公
社
が
次
の
予
定
で
募
集
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
1
7
月
1

日
～
8
月
3
0日

募
集
人
員
1
5
千
5
5
0

人
(
タ
イ
ル
の
枚
数
に
同
じ
)

費
用
=

無
料

※
応
募
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く

は「
あ
だ
ち
広
報
」
6
月
2
5日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
先
―
実
行
委
員
会

・
中
田

霓
3
8
9
0
T
9
8
0

‘

ま
ち
づ
く
り
公
社
・
都
市
景
観
デ
ザ
イ

ン
室

昔
(
3
8
7
0
)
3
7
3
0

ク
レ
ヨ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
デ
(
東
和
四
丁
目
・

東
和
親
水
公
園
)
平
成
3
年
設
置

新
庁
舎
は
、

出
会
い
と

ふ
れ
あ
い
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ

ラ

ザ

新
庁
舎
は
、2
1世
紀
へ
向
け
「
と
き
め

き

ゆ
と
り

水
辺
の
ま
ち

足
立
」

を
実
現
す
る
、
区
の
拠
点
施
設
で
す
。

議
会
や
事
務
部
門
の
ほ
か
、
防
災
セ

ン
タ
ー
や
情
報
セ
ン
タ
廴

さ
ら
に
、

多
目
的
ホ
ー
ル
や
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
、

区
民
広
場
な
ど
、
区
民
の
み
な
さ
ん
に

身
近
で
親
し
ま
れ
る
庁
舎
と
な
る
よ

う
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
備

え
て
い
ま
す
。

目
指
す
の
は
、
区
民
が
集
い
、
交
流

を
深
め
る
、
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
ヨ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
″
で
す
。

所
在

地
=
中
央
本
町
一
丁
目
1
7番
地

階

数
―
地
上
1
4階
、
地
下
3
階

延
床
面
積
1
6
万
2
千
1
2
8㎡

開
設
予
定
―
平
成
8
年
5
月
(
着
工
平

改
4
年
度
)

※
新
庁
舎
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
庁
舎
建
般
課
へ
。

霓
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

クレヨンアベニュー( 南花畑
二 丁目・花 保小学 校前)

平 成2 年 設 置

この 事業が 、まちか どに
広 が る こ と を 願 っ て

こ
の
事
業
は
、
小
さ
な
絵
タ
イ
ル
づ

く
り
か
ら
、
自
分
の
ま
ち
に
関
心
や
ふ

る
さ
と
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
多
く

の
人
に
気
軽
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し

て
も
ら
お
う
と
始
め
た
事
業
。
今
回
の

新
庁
舎
へ
の
設
置
は
、
あ
る
意
味
で
、

そ
の
集
大
成
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。

で
き
れ
ば
6
4万
区
民
、
み
な
さ
ん
に

描
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
の

機
会
と
場
の
提
叺
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

自
主
的
に
進
め
て
い
く
地
域
の
グ
ル
ー

プ
作
り
。
こ
れ
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

小
さ
な
絵
タ
イ
ル
づ
く
り
の
輪
が
広

が
り
大
き
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
波
と

な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

クリエーションあだち実 行

委員長 中田つかささん

葦立ちあ
だ
ち
・
J

ス
テ
ッ
プ

若
葉
萌
ゆ
4
月
、
足
立
区
で
ひ

と
つ
の
新
し
い
試
み
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。「
あ
だ
ち
・
J
ス
テ
ッ

プ
」
で
す
。こ
れ
は
、
知
的
障
害

の
方
に
雇
用
の
場
を
つ
く
る
つ
と

す
る
も
の
で
、
楽
し
く
(
J
O
y
f
U
l
)

仕
事
(
J
O
b
)

を
や

ろ
う
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
J
ス

テ
ッ
プ
と
名
付
け
ま
し
た
。
障
害

者
の
苦
手
な
部
分
を
援
助
者
が
支

援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
働
く
意

欲
の
あ
る
障
害
者
に
就
労
の
堝
を

確
保
し
よ
う
と
い
ろ
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
は
じ
め
る
に
あ
た

っ
て
、
援
助
者
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
そ
う
い
う
仕
事
が
し
た
か
っ

た
と
い
急
(
学
生
や
邏
く
岩
手
県

か
ら
の
5
募
も
あ
っ
た
由
。
賃
金

等
、
働
く
条
件
と
し
て
は
決
し
て

恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の

に
、
障
害
者
問
題
を
理
解
し
、
共

に
働
い
て
み
ぶ
つ
と
い
う
意
欲
の

あ
る
方
の
多
い
こ
な
ぞ聞
き
、
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

千
住
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
オ
ー
プ
ン
の
日
に
初
出
勦
し
た

1

3
人
の
障
害
者
の
方
は
、
揃
い
の

オ
レ
ン
ジ
の
制
服
に
身
を
つ
つ

み
、
少
し
は
に
か
み
な
が
ら
も
、

と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

勳
く
喜
び
は
だ
れ
叭
が
同
じ
。障

害
者
の
適
性
に
あ
っ
た
多
様
な
働

く
場
が
、
ま
ち
の
あ
や

」ち
に
拡

大
し
て
い
く
こ
と
を
頤
っ
て
い
ま

す
。

区
長
　
古
性
直

◎毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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あだち探険「遊び・学び」の
銀 河 ス ペ ー ス

6月12日足立子どもフェスティバル

子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
成
長
す

る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
大
人
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
願
い

「
足
立
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
閧

催
し
ま
す
。見
て

、聞
い
て
、参
加
す
る

。子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
屬
し
め
る
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準

備
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
「
遊
び
・
学
び
」

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
6

月
1
2
日
(

日
)
、
午
前
9
時
～
午

後
4
時

場
所
I
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
、
島
根
小

学
校

内
容
=
左
表
の

と
お
り

問
先
9
千
住

本
庁
舎
・
少
年
育
成
係

3
8
8
2
T
1
1

1
㈹

「足立子どもフェスティバル」予定プログラム

* 車でのご来場 はご 遠慮く ださい。

* 模擬店・バザー・フリーマーケット・フワフワゴリラ以外は無料です。
* プ ログラム は、 当日 の午前9 時から配付し ます。

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1会
員
の
み
な
さ
ん
へ

6
月
2
6日
か
ら
ア
ク
セ
ス

番
号
が
変
わ
り
ま
す

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1は
、
専
用
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
よ
り
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
化

を
図
り
、
さ
ら
に
使
い
や
す
く
す
る
た

め
、
ア
ク
セ
ス
番
号
を
変
更
し
ま
す
。

6
月
2
6日
か
ら
あ
な
た
の
機
器
の
ア

ク
セ
ス
番
号
を
変
更
し
な
い
と
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
、
次
の

方
法
で
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
変
更
方
法
】

①
専
用
端
末
の
電
源
を
入
れ
X
ボ
タ
ン

を
押
す

②
次
に
登
録
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ

い
(
機
能
設
定
画
面
が
出
て
き
ま
す
)

③
そ
の
中
の
N
T
S
電
話
番
号
を
次
の

番
号
に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

5
9
6
5
1
4
8
4
8

終
わ
っ
た
ら
、
終
了
ボ
タ
ン
を
押
し

て
く
だ
さ
い

R
以
上
で
手
続
き
は
終
了
で
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
で
の
ア
ク
セ
ス
番
号
は
、

5
9
6
5
-
4
8
6
2

で
す
O

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

会
員
募
集

ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン
「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
の
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
設

置
は
無
料
、
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1利
用
の
際

の
電
話
料
だ
け
実
費
で
す
。
ま
た
。
パ

ソ
コ
ン
か
ら
も
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1を
利
用

で
き
ま
す
。
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1は
、
日
本

最
速
、
初
め
て
の
9
6
0
0
B
P
s

の

ア
ク
セ
ス
ス
ピ
ー
ド
を
誇
り
ま
す
。
専

用
ソ
フ
ト
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、
千
住
本
庁
舎
・
広
報

課
映
像
主
査
へ
。

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

宿泊 施設インフォメ ーション

8
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左

下
表
)
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
方
法
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売

す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0円
)
に
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
(
I

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)

(
ガ
牛
申
込
期
間
=
6
月
1
日
～
1
0

日
必
着
(
抽
選
結
果
を
6
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
)

受
付
=
当
選
者
は
、7

月
7
日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利

用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の

期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い

に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用
案
内

抽
選
後
の
空
き
室
の
甲
し
込
み

は
。
利
用
月
の
前
月
の
第
2
金
曜
日

か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」
端
末
機
で

予
約
で
き
ま
す
。

ま
た
、公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)

で
も
直
接
受
け
付
け
ま
す
。6
月
分

の
空
き
室
利
用
は
、
各
公
社
施
設
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

7
月
分
は
▽
窓
口
…
6
月
1
0日
か

ら

▽
電
話
…
6
月一
打日
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

※
予
約
後
、3
日
以

内
に
お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間

を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な

り
ま
す
(
申
し
込
み
は
、
利
用
日
の
3

日
前
ま
で
で
す
)
。

● 各施設利用案内

※ 鹿沼野外レクリエーションセンターの8月分の受付は既Sこ終了しました。
※ 那 須 ・ 森 の 家 、 湯 河 原 あ だ ち 荘 、 伊 豆 高 原 あ だ ち 荘 の8 月 分 の 利 用 は1 グ ル ー プ3 部 塵 以 内 に 限 り ま 覃。

● コミュニティ文化・スポーツ公社一覧表

1受付時間=①～⑩は午前9時～午後8時、⑩は午前9時～午後5時、
0@は午前10時～午後6時( 毎週月曜日休館)

7 月から

宿泊施設の受付方法
が変わり ます

保
養
所
な
ど
の
宿
泊
施
設
は
、
利
用
希

望
者
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で

、
抽
選
に
よ
る
当
選
率
を
高
め
、
少
し

で
も
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、7
月
か
ら
抽
選
(
ガ

キ
の
受
け
付
け
を
、
隔
月
受
付
(
2
ヵ
月

に
I
度
)
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、8
月
以
降
の
偶
数
月
に
は
、(

ガ
キ
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
く
わ
し
く
は
、「
あ
だ
ち
広
報
」6
月
2
5

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
1
7
1
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保
健

ガ

イ

ド

介
護
リ
ハ
ビ
リ
実
技
教
室

日
時
=
5
月
3
0日
、6
月
1
・
8
日
、

午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容
=
1
日

目
…
腰
を
痛
め
な
い
介
護
法
2

日
目

…
車
イ
ス
で
の
外
出
体
験
3

日
目
・・・

視
聴
覚
障
害
の
体
験

講
師
―
中
田
光

彦
氏
(
淑
徳
大
学
講
師
)
、
区
保
健
婦

定
員
=
1
5人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
―
中
央

本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

食
と
健
康
教
室

夏
を
ス
リ
ム
に
　ダ
イ
エ
ッ
ト
作
戦

あ
な
た
の
体
重
は
適
正
に
保
た
れ
て

い
ま
す
か
。
お
近
く
の
保
健
所
・
保
健

相
談
所
で
行
っ
て
い
る
栄
養
教
室
で
、

食
事
と
運
動
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

□
東
和
保
健
相
談
所

日
時
=
6
月
8
・
2
2
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
a
1
日
目
・
:
無

理
の
な
い
減
量
法
・
手
早
く
無
駄
の
な

い
食
事
づ
く
り
(
調
理
実
演
と
試
食
、ご

飯
茶
わ
ん
・
小
皿
・
は
し
・
筆
記
用
具

を
持
参
)
/
2
日
目
・
:体
重
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
運
動
(
運
動
し
や
す
い
服
装
と

靴
)

定
具
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
a
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

亜
足
立
保
健
所

日
時
=
6
月
1
・
8
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
1
日
目
…
一

皿
多
く
食
べ
て
や
せ
る
コ
ツ
(
現
在
使

用
し
で
い
る
ご
飯
茶
わ
ん
・
筆
記
用
具

を
持
参
)
2

日
目
・
:体
重
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
運
動
(
日
本
手
ぬ
ぐ
い
・
運
動

し
や
す
い
服
装
と
靴
)

定
員
=
3
0人
(

先
着
順
)

費
用
―
無
料

場
・
申
・

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

□
江
北
保
健
相
談
所

日
時
=
6
月
8
日
、午
前
1
0
時
I
H
時

3
0
分
、6
月
1
5
日
、午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

内
容
=
何
を
ど
れ
だ
け
食

べ
た
ら
よ
い
か
、
食
べ
方
の
工
夫
で
カ

ロ
リ
ー
調
整
、
―
力
月
な
ら
で
き
る
ダ

イ
エ
ッ
ト
日
記
の
ポ
イ
ン
ト
、
気
軽
に

で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
(
現
在
使
用

し
て
い
る
ご
飯
茶
わ
ん
、
塩
分
測
定
希

望
者
は
味
噌
汁
約
5
0
緊
痔
参
)

定
a
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申・
問
先
=
江
北
保

飃
相
談
所
　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

元
気
っ
子
集
ま
れは

と
ぽ
っ
ぽ
ク
ラ
ブ

参
加
者
が
自
主
的
に
運
営
し
て
い
る

幼
児
の
遊
び
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
6
月

か
ら
の
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
a
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
、
午
前

1
0
時
3
0
分
～
H
時
3
0
分
対
象
=
大
谷

田
・
佐
野
・
辰
沼
・
神
明
・
六
木
付
近

在
住
の
、
米
就
園
児
で
親
子
で
参
加
で

き
る
方
内
容
a
リ
ズ
ム
体
操
・
工
作

・
ゲ
ー
ム
・
健
康
相
談
等
場
所
=
公

園
等
s
用
=
無
料
定
員
=
2
0
組

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

フ
ァ
ミ
リ
ー
学
級

日
時
=
6
月
1
6日
(
木
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
4
時

対
象
―
出
産
を
控
え
て
い

る
ご
夫
婦

内
容
=
講
演
「
こ
ど
も
の

成
長
と
親
の
役
割
」、実
習
「
赤
ち
ゃ
ん

の
お
ふ
ろ
」
費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ぜ
ん
息
児
に
大
切
な
腹
式
呼
吸
を

歌
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て

楽
し
く
練
習
し
ま
し
ょ
う

日
時
り
6
月
2
5
日
(
土
)
、午
後
2
時
～

4
時
場
所
=
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
対

象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
区
内
在
住
の

小
学
―
～
3
年
生
講
師
―
福
田
義
子

氏
(
日
本
音
楽
療
法
研
究
連
合
幹
事
)

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問

先
1
千
住
本
庁
舎
・
公
書
補
償
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

自
分
を
愛
せ
な
い
あ
な
た
へ

悩
み
を
い
っ
し
よ
に

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

虐
待
や
過
食
・
拒
食
で
苦
し
ん
で
い

る
方
、
独
り
で
悩
み
続
け
な
い
で
、
仲

間
と
出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
(
秘
密
は

守
り
ま
す
)
。
日
時
=
毎
月
第
1
・
第

3
木
曜
日
、午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

W
用
=
無
料

塲
・
申
・
問
先
=
江
北

保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

の
び
の
び
子
育
て
講
座

日
時
=
6
月
8
・
2
2
・
2
9
日
、午
前
1
0

時
～
H
時
3
0
分
対
象
=
2
8
3
歳
児

の
保
護
者
(
区
民
の
方
)

内
容
・
講
師
=
1

日
目
・
:の
び
の
び
子
育
て
と
は

(
埼
玉
県
衛
生
短
大
教
授
・
清
水
玲
子

氏
)
2

日
目
…
子
ど
も
の
歯
と
囗
の

健
康
づ
く
り
(
昭
和
大
学
歯
学
部
助
手

・
千
木
艮
あ
き
子
氏
)
3

日
目
…
気

に
な
る
幼
児
の
お
や
つ
(
食
の
生
活
1
1
0

番
栄
養
相
談
室
長
・
末
沢
葉
子
氏
)

定
員
-
3
0組
(
先
着
順
)
S

用
―
無
料

申
込
=
電
話

※
保
育
室
も
あ
り
ま
す

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

健康カレンダー 6 月の予定

ご
協
力
く
だ
さ
い

6
月
の
献
血

日
時
等
=
右
表
の
と
お
り

問
先
―
葛

飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

6 月 の献血日程表

※ いずれも午前10時～11時30分　
午後12時30分～3時30分

健康 あ・ら・か ると

動
脈
硬
化
ブ
レ
ー
キ
作
戦

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
元
気
っ
子
の
ケ
ン
ち
ゃ
ん
と

メ
イ
ち
ゃ
ん
が
案
内
役
と
な
っ
て
、。健
康
阯
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

い
き
ま
す
。
初
登
場
の
今
回
は
、
ケ
ン
ち
ゃ
ん
の
お
父

さ
ん
の
お
話
で
す
。

ケ
ン
ち
ゃ
ん
の
お
父

さ
ん
は
、
若
い
こ
ろ
は

テ
ニ
ス
や
野
球
な
ど
に

熱
中
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
。し
か
し
最
近
、急
に

お
な
か
の
出
つ
ぱ
り
が

気
に
な
り
だ
し
ま
し

た
。仕
事
も
忙
し
く
な
り
、連
日
連
夜

の
夜
の
お
付
き
合
い
。休
日
は
、ゴ
ロ

ゴ
ロ
と
テ
レ
ビ

ば
か
り
見
て
い

ま
す
。

今
日
は
、
先

月
保
健
相
談
所
で
受
け
た
健
診
結
果

の
説
明
日
。グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

検
査
の
結
果
や
健
康
に
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し

た
。お

父
さ
ん
は
、
隣
に
い
た
6
0歳
の

男
性
に
比
べ
て
動
脈
硬
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
と
て
も
シ
ョ

ツ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

動
脈
硬
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
年
齢

と
と
も
に
速
く
な
り
ま
す
が
、
ス
ト

レ
ス
や
食
べ
す
ぎ
、飲
み
す
ぎ
、運
動

不
足
、喫
煙
な
ど
の
習
慣
が
続
く
と
、

さ
ら
に
加
速
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
赤
信
号
が
点
滅
し
て
い

る
様
子
で
す
。
も
う
、
自
分
で
ブ
レ

ー
キ
を
ふ
ま
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

ケ
ン
ち
ゃ
ん
の
家
で
は
、
お
母
さ

ん
が
監
督
と
な
り
、
さ
っ
そ
く

。ブ

レ
ー
キ
作
黔

が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
夜
の
お
つ
き
あ
い
の
後
、
夜

中
に
食
べ
て
い
た
ラ
ー
メ
ン
を
ス
ト

ッ
プ
。
さ
ら
に
、
水
曜
日
は
ノ
ー
ア

ル
コ
ール
デ
ー

に
し
ま
し
た
。

家
族
の
協
力

を
得
て
始
め
た

「
ブ
レ
ー
キ
作
戦
」。3
ヵ
月
後
の
再

検
査
に
は
、
良
い
結
果
が
で
そ
う
で

す
。

A
保
健
相
談
所
・
医
師
V

◎ 仕事と工賃　家内労働手帳で確認を! ( 5月21日～31日は家内労働旬間)
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望ましい地域社会とは… 第
2
2
回

足
立
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査

よ
り
良
い
区
政
を
目
指
し
、
区
で
は
、
区
民
を
対
象
と
し
た
世

論
調
査
を
昭
和
4
7年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
地
域
活
動
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
し
ま
し
た
。
調

査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
は
、
区
政
を
す
す
め
て
行
く
上
で
の
基
礎

的
な
資
料
と
し
て
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

【調査力法】 無作為
抽出 忙より区内在住の
ー 一

女2, 000A をブロック
別に暹び、専門贋産員-

一 一

g髑査時期) I 平譌5
年9 月2 日ごl a 月6 日l

回取串】l - 77. 6%

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
活
動

「住
民
活
動
で
改
善
し
て
い
け
る

地
域
社
会
」を
望
む
人
が
多
い

自
分
の
住
ん
で
い
る
葛
城
q
i
C

い
と
屡
癶
委
菅
た
ず
ね
た
と
y
」
ろ
「
日

常
的
な
つ
な
が
ひ
が
I
Q
地
雛
社
鈿
」

3
5
・
―
%
や
「
葛
城
で
の
間
珊
牽
圧
民

の
唇
勦
で
歌
善
」
5
2・
5
%

な
ど
'
住

民
同
士
の
緊
鬻
や
筋
力
に
よ
る

住
み
よ

い
地
域
社
会
″
が
好
声
し
い
と
y
る
考

え

が
8
8外
を
a
め
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
「
他
人
に
干
渉
さ
れ
る

こ
と
り
な
い
地
域
社
会
」
が
好
ま
し
い

と

考
え
る
人
は
1
1
・
1
%

と
い

う
結
果

で
し
た
(
爬
1
)

。

図1　 地域社会のあり方
半
数
を
超
す
人
が
「
地
域
に
協
力

し
あ
う
雰
囲
気
が
あ
る
」と
回
答

自
分
が
佚
ん
で
い
る
地
篳
で
、
{
蔦

岡
十
矛
笏
力
し
あ
う
雰
囲
気
が
`
蔘
か

i

必

是

ず
ね
た
と
y
}
ろ
「
か
な
り
l
Q

」
と

答
え
た
人
が
1
6・
7
%

、「
少

し
は
あ
る
と

答
え
た
人
が
3
5
・
3

外

で
、
半
数
叭
釆
χ
が
。
あ
る
″
と
答
え

て
い
奪
y
。
レ
粐
し
、
こ
の
質
問
に
は

「
わ
か
ら
な
い
」
と
季
夏
を
決
め
か
ね

て
い
忝
人
が
2
8
・
O
%
と
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

地
域
住
民
の
活
動
に
参
加
の

意
向
を
示
す
人
は
6
4
%

鴆
筝
住
民
の
活
動
に
「
積
価
的
に
参

加
し
た
い
」
と
答
え
た
人
が
1
5
・
6
%
、

「
付
き
e
い
租
度
の
参
加
を
し
た
い
」

と
答
え
た
人
が
4
7・
9
%

で

、
参
加
の

章
向
蚩

罕
す
人
は
6
4
S
と
い

う
結
果
で

し
た
(
図
2
)

。

参
加
寒
向
奩

罕
す
入
Q
i

「
リ

ー

ダ
ー
と
し
て
」
参
加
し
て
も
よ
い
と
い

う
人
が
1
.
7
S、「
竒
分
の
知
掀
や
技
能
を

生
か
す
掴
導
者
冫
‥
y
て
」
と
い
う
人
が

7
.
3
茄
。
「
組
織
の
迎
言
や
、
そ
の
他
の
役

創
と
し
て
苫
い
や
六
が
5
%
で
、
叉

に
よ
が
蓿
勣
の
中
で
特
別
な
役
割
を

担
っ
て
も
よ
い
と
?
ぞ
い
ま
す
。

一
方
、
特
別
な
役
創
か
烝
S
ず
コ

般
の
活
勣
考
と
し
て
笋
加
す
る
」
と
い

う
人
は
6
5
・
5
餒
と
な
っ
て
い
家
y
。

図2　 地域住民活動への参加意向
地
域
活
動
を
推
進
す
る
上
で

障
害
と
な
る
こ
と
は
、第
一
に

「
関
心
を
示
さ
な
い
人
が
多
い
こ
と
」

地
域
蓿
勵
を
溥
め
て
い
く
上
で
陣
害

冫
逕
り
そ
う
な
こ
と
を
あ
げ
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
「
関
心
を
一
胥
埋
い
人
が
多

い
こ
と
」
が
3
6
・
8
%
で
最
も
多
く
、
次

い
で
「
労
力
や
時
間
謇
一

瓢
t
9

入
が

少
な
い
こ
と
」
刀
・
0
%
、
「
役
員
に
な

ひ
た
が
ら
な
い
人
が
多
い
こ
と
」
2
3
・

9
%
、
「
路
攀
含
`
と
し
て
寥
と
ま
る
こ

と
が
む
ず
か
し
い
こ
と
」
`
‘
・
9
%
な

ど
の
隕
と
な
っ
て
い
ま
す
(
図
3
)

。

図3　 地域活動上の阻害要因

定

住

性

区
内
に
「
引
雲
繝
雲
僅
む
つ
も
り
で

あ
る
」
と
籌
え
た
人
は
∽
・
6
%
、
「
事

憐
さ
え
肝
せ
ぱ
s
み
た
い
」
と
答
え
た

人
は
7
.
8
%
で
'
m
の
6
8
%
の
人
が
定

住
の
單
向
奮

が
し
て
い

家
y
1
4
)

。

図4　 定住・移転意向

定住意向を示す人が68%

区
政
に
対
す
る
関
心
度

区
政
に
関
心
を
持
つ
人
は
5
6
%

〝関
心
層
〟
は
女
性
よ
り
男
性
に
多
い

区
政
に
対
す
る
関
心
度
は
。
『
非
常
に

関
心
が
あ
る
』
と
答
え
た
人
が
1
6
・
9
%

、
「
や
や
闘
心
が
あ
る
」
と
答
え
た
人

が
3
9
・
3
刄
で
、
。
関
心
一
'
は
5
6
弧
と

な
っ
て
い
李
y
(
図
5
)
。

こ
の

。関
心
I

″
は
女
性
よ
Q
も
男

性
の
万
に
多
ぺ

そ
れ
も
図
嶼
代
以
上

の
年
代
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て

、
男
女
と

も
3
鴦
代
で
は
l

劃
台
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

経
年
の
推
移
を
み
る
と
、
「
非
常
に
関

心
が
あ
る
」
と
い
う
俸
い
闘
心
鷽
`
す

人
が
昨

年
に
比

べ
て
増
加
し
て
い

ま

す
。

図5　 区政に対する関心度

施
策
への

要
望

「
高
齢
者
福
祉
」「
ゴ
ミ
・
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
」「住
宅
対
策
」が

要
望
の
多
い
上
位
3
施
策

区
の

豚
策
の
う
ち
、
区
?
瘢
も
力
を

入
れ
て
や
っ
て

ほ
し
い
も
の

を
2
3施
策

の
中
か
ら
2
つ
以
内
で
蔘

嗔
&
g

つ

た
と
'
』ろ
、
「
高
齢
者
福
祉
」へ
の
爾
里

が
3
1
・
5
鯑
で

最
も
多
く
、次
い
1

ゴ

ミ

ー
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
」
1
8・
2

气

「
住
略
対
策
」
1
4
・
8
%
、
『
保
鴎
医
療

の
充
実
』
1
4
・
2
鯑
、
「
交
通
網
の
塵
I

1
2
・
7
%
な
ど
の
順
で
羈
罌
チ
(
(
図

6
)
。―
錨
年
か
ら
扁
策
要
望
の
貫
1

位
攵
`
つ
て
い
る
「
高
齢
者
福
祉
」
は

今
回
も
篥
t
位
で
麦
h
χ
ず
、
l
g
以

下
に
大
差
を
つ
け
賽
望
の
高
い
籌
策
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
斯

た
に
加
わ
っ
た
「
ゴ
ミ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
」
一
毫
対
策
」
の
一
籌
策
が
、
昨

年
第
7
&
、
第
l
位
で
参
`
『
交
通
網

の
整
備
』「
保
健
医
療
の
死
爽
」
を
仰
え

て
、
そ
れ
ぞ
れ
l
缸
、
l

位
に
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
し
″
C
た

。

△ 地域で の催 し も の は
ふれ あ い と交流

の 場

▲ お互
い の 協 力 で リ サ イ ク ル

(ゴ ミ の集 団回収
)

図6　区政への要望ベスト5

※ 平成4 年度から「老人福祉」は「高齢者福祉」に変わりました。

第
2
2回
足
立
区
政
に
関
t
Q

惟
蕕

一

重
の
あ
ら
ま
し
は
、
情
報
公
開
譯
(

千

住
本
庁
曾
、
中
央
本
町
庁
舎
)
で

無
料
配
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
く

わ
し
い

集
黔
名
果
が
わ
か
る
『
報
告
S

』は
、情
報
公
間
諜
芻
よ
ぴ
区
内
の

各
I
s

朗
で

ご
冗
い
た
だ
け
ま
す
。

岡
先
一

千
底
本
庁
舎
・
広
蓐
相
纃
佩

(
3
a
2
T
I
I
I

㈹

6 月1 日 は

人権擁護委員法が
施行された日です

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

日
本
が
戦
績
新
し
く
ま
ま
れ
麌
わ
っ

た
と
き
、
何
よ
ひ
も
ま
x
匳
{
の
基
本

的
人
柚
の
舞
躋
″
y
(
槽
思
驤
の
釁
'
蒿

楊
が
弧
く
求
め
ら
れ
、
基
本
的
人
栂
の
l
r
l
l

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ぶ
『
'な
背
景
の
下
に
、
国
民
の

基
本
的
人
槇
そ
舞
糢
し
見
守
る
、
い
わ

ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
榻
関

が
瓢
生
し
た
の
で
7

。
こ
れ
が
人
檬
裲

襲
委
員
剛
度
の
始
ま
り
で
す
。

い
じ

め
、
体
罰
、
不
登
杖
児
な
戸
手

供
を
め
ぐ
る
人
権
問
壥
が
大
き
な
社
会

間
黽
と

な
っ
て
い

本
f
J
。
そ
こ
で
。『
子

供
の
人
権
夸
守
1
2

を
啓
発
珊
勣
χ

点
目
標
に
、
積
極
的
な
晋

扈

齬

奮
り

つ
て
い

ま
す
。

人
栂
は
、
人
間
が
平
和
に
夲
菩
て
い

く
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自

分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん
;

l
a
l

せ
ん
。
I
の
内
外
客
藺
わ
ず
、
人
々
が

お
互
い
に
人
橋
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ

ζ
か
、
私
た

ち
の
顕
い
で

す
。

足

立
区
に
は

、
法
務
大
臣
か
ら
委
一

さ
れ
た
人
権
蝉
喟
委
員
(
左
菱
)
が
い
ま

す
。
人
栂
に
つ
い
χ
需
?
曼
驫
合

な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
碍

轡
は
守
ら
れ
摩
f
'
。

相
談
日
時
―
毎

月
本
冫
火
一

日
、
午
後
1

睥
I
4

時

相
談
婦
所
・
問
先
一
千
住
本
庁
舎
・
区
民

相
糖
蚕
　
(

―
T
I
I
1

㈹

人権擁護委員
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは

……3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それ ぞれの電 話番 号へ。

年

金

新
社
会
人
の
皆
さ
ん
へ

お
済
み
で
す
か

国
民
年
金
の
種
別
変
更

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
学
生
の

方
が
。
新
た
に
会
社
に
動
め
て
厚
生
年

金
等
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
民
年
金

の
種
別
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま

だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
国
民

年
金
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど
の

方
々
の
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
実

現
す
る
た
め
、
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給

付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
加

入
対
象
者
は
、2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の

第
1
号
被
保
険
者
で
す
。
掛
金
は
、
選

択
す
る
給
付
の
型
・
口
数
お
よ
び
加
入

時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
口
座
か

ら
の
自
動
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

と
な
り
、
支
給
さ
れ
る
年
金
は
公
的
年

金
等
控
除
の
対
象
と
な
る
な
ど
税
制
上

の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

先
=
東
京
都
国
民
年
金
基
金

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
6
月
8
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
り
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月

末
日
が
納
期
限
で
す
。
た
だ
し
、
平
成
6

年
3
月
分
以
前
の
保
険
料
を
納
付
す

る
場
合
は
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

慰
霊
巡
拝
の

お
知
ら
せ

厚
生
省
で
は

、
旧
ソ
連
・
モ
ン
ゴ

ル
・
中
間一・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
ー
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
に
お
け
る
慰
霊
巡
拝
(
墓
参
)

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
実

施
地
域
、
実
施
時
期
、
参
加
申
し
込

み
資
格
な
ど
。
く
わ
し
ぐ
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

国

保

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退

職
者
医

療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
'
K
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
ま
す
。病
院
等
に
か
か
る
場
合
。

一
般
加
入
者
が
自
己
負
担
金
3
割
に
対

し
て
、表
―
の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。

対
象
=
厚
生
年
金
、共
済
年
金
な
ど
(
国

民
年
金
は
除
く
)
を
受
給
し
て
い
る
7
0

歳
未
満
の
方
お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
の

方
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
・
:年
金

加
入
期
間
が
2
0年
以
上
ま
た
は
4
0筬
以

降
1
0年
以
上
あ
り
、
自
分
で
掛
金
を
納

め
て
い
た
方

※
S
医
療
証
を
お
持
ち

の
方
も
、
該
当
す
る
場
合
は
切
ひ
替
え

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
込
=

年
金
証
書
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
S
、

国
民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
を
窓
口
に

持
参
。
年
金
証一
ま
た
は
年
金
裁
定
通

知
S
が
届
い
た
ら
、
1
4日
以
内
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
‥‥
各
区
民

事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問

先
6
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

表1　 退職者医療制度一部負担金割合

※ 保険料は変わりません

就
職・
退
職
し
た
ら

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た
に
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ
の

扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

会
社
等
か
ら
S
民
健
康
保
険
課
に
は
何

も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
膏
を
し
な

い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
動
務
先
の

健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
届

出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅
れ
た
場

合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
か

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
が
、
医

潦
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原
則
と
し

て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
=

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
番
(

賢
格
喪
失
証
明
一
、離
職
票
、退
職
証

明
S
な
ど
、や
め
た
月
日
が
確
認
で
き

る
も
の
)
、届
出
人
の
印
か
ん
、
届
出
人

の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の
(

運
転
免
許
証
、公
共
料
金
の
領
収
書

等
。た
だ
し
、代
理
人
の
場
合
は
不
要
)
/

家
族
が
す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険

証
/
7
0歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
(
国
民
年
金
を
除
く
)
の
受
給

者
は
、
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
裁
定
通

知
S
を
窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が
代

理
人
(
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外

の
方
)
の
場
合
や
、
住
所
・
氏
名
が
確

認
で
き
な
い
と
き
は
、
保
険
証
は
後
日

郵
送
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
変
更

後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

申
先
‥
a各
区
民
事
務
所
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

福

祉

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
区
内
の
3
ヵ
所
の
保
育
園
で
は
、

経
験
豊
か
な
保
母
が
育
児
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
=
電
話

お
よ
び
面
接

実
施
保
育
園
・
相
談
日
9

▽
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)

…
毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
『
-
2
9
1
6
』

・・・毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
1
1
0
)毎

週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6
時
間
=
い

ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時
問
先

り
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

保
険
診
療
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負

担
額
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

対

象
=
区
内
に
住
所
が
あ
る
医
凍
保
険
加

入
者
で
、
次
に
該
当
す
る
児
童
(
1
8歳

に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
該
当
。2
0

歳
禾
満
で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
含
む
)
と
、
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
/
父
母
が

離
婚
/
父
ま
た
は
毋
が
死
亡
、
生
死
不

明
、
重
度
障
害
。
法
令
に
よ
り
1
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は
母
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
が
い

な
い
(
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し
た

児
童
で
父
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
)

※
心
身
障
害
者
医
療
受
給
者
、
所
得
制

限
額
以
上
の
方
、
児
童
福
祉
施
設
入
所

者
等
は
除
き
ま
す

申
込
上
尸
籍
謄
本

(申
請
者
・
児
童
、
―
力
月
以
内
に
発

行
し
た
も
の
)
/
健
康
保
険
証
(
申
請

者
・
児
童
)
/
印
か
ん
/
身
体
障
害
者

手
帳
・
愛
の
手
帳
/
昨
年
1
月
2
日
以

降
足
立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所

地
の
区
市
町
村
長
発
行
の
平
成
5
年
度

課
税
証
明
書
(
児
童
手
当
用
)
/
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
は
児
童
扶
養
手
当
証
s

、
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
/
を
窓
口

へ
持
参

問
先
a
千
住
本
庁
舎
・
児
童

医
凍
係

ひ
と
り
親
家
庭
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
の
方
や
、

子
供
が
同
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
と
き
、
家

事
や
育
児
を
手
伝
う
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
=
児
童
育
成

手
当
の
受
給
資
格
者
で
、
中
学
生
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
(
長
期

疾
祠
等
は
対
象
外
で
す
)
内
容
=
1

度
の
申
請
で
5
回
以
内
、年
間
2
0
回
ま

で
/
午
前
7
時
～
午
険
7
時
の
間
で
連

続
8
時
間
ま
た
は
4
時
間
の
派
遣
を
1

回

申
込
り
診
察
券
な
ど
の
病
名
を
証

明
で
き
る
も
の
と
印
か
ん
を
窓
口
に
持

参
(
緊
急
の
場
合
は
代
理
の
方
ま
た
は

一
話
申
し
込
み
も
可
)

申
・
問
先
a

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

教

育

足
立
区
奨
学
生
を
募
集

平
成
7
年
4
月
か
ら
の
足
立
区
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
=
″いの
す
べ

て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
/
区
内

に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
/

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で

同
種
の
学
資
金
を
ほ
か
か
ら
借
り
受
け

て
い
な
い
/
都
内
ま
た
は
通
学
可
能
な

近
県
に
所
在
す
る
大
学
・
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
(
修
業
年

限
2
年
以
上
の
専
門
課
程
お
よ
び
大
学

入
学
資
格
を
寿
ら
れ
る
修
業
年
限
3
年

以
上
の
高
等
課
程
)
に
入
学
を
予
定
し

て
い
る
方
(
在
学
中
も
可
)
/
学
業
成
績

が
良
好
で
心
身
と
も
に
健
全
な
方

募

集
予
定
人
員
と
貸
付
額
―
表
2
の
と
お

り

申
込
‥い区
立
中
学
校
3
年
生
は
各

中
学
校
、
そ
の
他
の
方
は
学
務
第
二
課

振
興
係
期
間
=
6
月
1
0
日
～
3
0
日

間
先
=
千
住
本
庁
舎
・
学
務
第
二
課
振

興
係

表2　 募集予定人員と貸付額

し な い さ せ ない

無 謀 運 転
6月1日～30日

オ
ー
ト
バ
イ
や
自
動
車
を
不
正
に
改

造
し
た
り
、
騒
音
を
ま
き
ち
ら
す
な
ど

の
無
謀
な
運
転
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
暴
走
行
為
は
、
交
通
事
故
の

原
因
に
な
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
住
民

の
方
の
生
活
環
境
に
も
重
大
な
影一
を

お
よ
ぼ
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
交
通
安

全
マ
ナ
ー
の
向
上
・
暴
走
族
お
よ
び
オ

ー
ト
バ
イ
、
自
動
車
の
不
正
改
造
の
取

り
締
ま
り
の
強
化
な
ど
を
重
点
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

A
中
央
本
町
庁
舎
・
交
通
安
全
対
策
課

・
千
住
警
察
署
・
西
新
井
警
察
署
・

綾
瀬
警
察
署
V

東
京
都
暴
走
族
追
放
強
化
期
間
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生
活

環

境

都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す

区
で
は
。
次
の
都
市
計
画
の
案
を
縦

覧
し
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係

の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
区
長
に

対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

□
東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
(
足

立
区
決
定
)
の
変
更

区
域
=
扇
二
丁
目
、興
野
二
丁
目
、鹿

浜
五
丁
目
、保
塚
町
各
地
内
期
間
=

5
月
3
0
日
～
6
月
1
3
日
縦
覧
場
所
・

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
都
市
計
画
係

定
期
報
告
が
必
要
で
す

特
殊
建
築
物
の
建
築
設
備

学
校
、
訶
院
、
ホ
テ
ル
、
共
同
住
宅

な
ど
多
数
の
人
が
利
用
す
る
特
殊
建
築

物
の
う
ち
、
区
長
が
指
定
す
る
一
定
規

襖
以
上
の
建
築
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る

建
築
設
備
(
換
気
設
備
、排
煙
設
備
、非

常
用
の
照
明
装
置
、給
排
水
設
備
)
の
所

有
者
、
ま
た
は
管
理
者
は
、
毎
年
定
期

的
に
検
査
資
格
者
の
検
査
を
受
け
そ
の

結
果
を
区
に
報
告
す
る
よ
う
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
建
築
設
備
の
適

正
な
維
持
管
理
を
は
か
り
、
安
全
、
衛

生
、
防
火
、
避
難
の
現
状
を
的
確
に
把

握
し
、
災
害
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

報
告
を
要
す
る
建

築
物
お
よ
び
建
築
般
備
=
表
3
の
と
お

り

報
告
の
提
出
先
=
〒
1
0
5港区
虎
ノ

門
I
J
1
3
-
5

第
1
天
徳
ビ
ル
6
階

抛
日
本
建
築
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー

(
3
5
9
1
)
2
4
2
1

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
建
築
審
査
課
設
備
係

表3　 定期検査対象建築物および対象建築設備
足立区建築基準法施行細則により、定期報告を要する建築設備として指定されたものは、下表の
( い) 橢の用途、( ろ) 橢の規模に該当する建築物に設置された( は) 襴の建築般備です。

※『A
』とは、当該用途に供する部分

の床面積の合計を示し、『F ≧3 』とは、3階以上
の階に当該用途に供する部分の床面積の合計が100m"を超えるものを示します。

平
成
5
年
度
回
収
実
績
報
告

乾
電
池
3
8トン・
紙
パ
ッ
ク
1
8トン

区
で
は
、
使
用
済
み
乾
電
池
お
よ
び

紙
パ
ッ
ク
を
区
民
事
務
所
な
ど
の
公
共

施
設
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
乾
電
池
は

一
定
の
量
が
集
ま
る
と
北
海
道
の
専
門

処
理
工
場
へ
送
っ
て
水
銀
等
の
分
解
回

収
を
し
ま
す
。
紙
パ
ッ
ク
は
製
紙
工
場

へ
送
ら
れ
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

昨
年
度
の
回
収
量
は
表
4
の
と
お
り

で
す
。
回
収
量
は
平
成
4
年
度
と
比
べ

て
、
紙
パ
ッ
ク

が
1
7
%、
乾
電

池
が
2
0
%増
加

し
ま
し
た
。

と
き
ど
き
、

回
収
で
忝
な
い

も
の
や
ゴ
ミ
等

が
ポ
ス
ト
に
入

っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ

さ
い
。

□
紙
パ
ッ
ク
は
こ
う
し
て
ポ
ス
ト
へ

▽
は
さ
み
等
で
1
枚
に
切
り
開
き
、
洗

っ
て
乾
か
す

▽
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
そ

そ
ぎ
囗
は
取
り
除
く

※
内
側
が
ア
ル

ミ
コ
ー
ト
さ
れ
た
も
の
、
茶
色
の
も
の
、

洗
っ
て
い
な
い
も
の
、
网
`
未
満
の
も

の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

表4　 ( 単位: kg)

税

金

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
納
税

通
知
書
を
6
月
8
日
に
発
送
し
ま
す

個
人
で
直
接
特
別
区
民
税
・
都
民
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
、
平
成
6
年

度
分
の
納
税
通
知
S
を
お
送
り
し
ま

す
。
第
1
期
分
の
納
期
限
は
6
月
3
0日

で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
利
用
し

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
の

あ
り
ま
し
た
金
融
機
関
に
直
接
振
替
の

手
続
を
と
り
ま
す
。
な
お
、
会
社
を
定

年
等
で
退
職
さ
れ
た
方
は
、
直
接
個
人

で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※
平
虞
6
年
度
の
課
税
証
明
書

は
、
6
月
8
日
か
ら
発
行
し
ま
す
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

改
正
さ
れ
ま
し
た特

別
区
民
税
・
都
民
税

平
成
6
年
度
の
個
人
住
民
税
が
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

□
特
別
減
税
の
実
施

今
年
度
1
年
限
り
の
特
例
措
置
と
し

て
、
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
所
得
剖

額
の
2
0
%相
当
額
が
減
税
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
2
0
%相
当
額
が
2
0万
円
を
超

え
る
場
合
は
、
2
0万
円
が
限
度
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
均
等
割
額
に
つ
い
て
は

減
税
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

減
税
の
実
施
方
法
=
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ど
、
会
社
か
ら
特
別
徴
収
の
方
法
で

納
め
て
い
た
だ
く
方
に
つ
い
て
は
、6

年
6
・
7
月
分
を
徴
収
せ
ず
、
減
税
額

を
差
し
引
い
た
後
の
年
税
額
を
6
年
8

月
か
ら
7
年
5
月
ま
で
の
1
0ヵ
月
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
個
人
で
納
め
て

い
た
だ
く
方
に
つ
い
て
は
、
第
1
期
分

(
6
年
6
月
)
が
、
減
税
額
を
差
し
引

い
た
後
の
額
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

□
特
定
扶
養
控
除
額
の
引
き
上
げ

特
定
扶
養
親
族
(
扶
餐
親
族
の
う
ち
1
6

歳
以
上
2
3歳
未
満
の
人
)
に
係
る
控

除
額
が
3
9万
円
(
改
正
前
3
6万
円
)
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

□
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

▽
所
得
割
に
つ
い
て

所
得
金
額
が
3
4

万
円
×
(
本
人

、控
除
対
象
配
偶
者
お
よ

び
扶
養
親
族
の
合
計
数
)
+
3
0
万
円
(
改

正
前
2
5
万
円
)

以
下
の
方
は
非
課
税

と
な
り
ま
し
た

。

▽
均
等
割
に
つ
い
て

所
得
金
額
3
4
万

円
×
(

本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ

び
扶
養
親
族
の
ふ
=計
数
)
+
1
8
万
円
(
改

正
前
1
3万
円
)
以
下
の
方
は
非
課
税
と

な
り
ま
し
た
。

※
単
身
者
で
、
所
得

割
・
均
等
割
が
非
課
税
と
な
る
場
合
の

所
得
は
、
前
年
ど
お
り
3
4万
円
以
下
の

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

お
知
ら
せ

生
活
リ
ー
ダ
ー
講
座

日
時
↓
″
5
の
と
お
り

場
所
‥
Iエ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
等
(
く
わ
し
く
は
受
講
者

に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

対
象
=

区
内
在
住
の
方

内
容
=
地
域
で
活
躍

し
た
い
、
身
近
な
暮
ら
し
を
貝
く
し
た

い
と
考
え
て
い
る
方
が
集
ま
り
、
一
緒

に
地
域
活
動
の
方
法
を
学
び
ま
す

定

員
-
4
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

期
限
=
6

月
8
日

申
・
問
先
=
あ
し
た
の
足

立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会
事
紘一局
(
中

央
本
町
庁
舎
・
地
域
振
興
課
育
成
係

内
)

　
(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

表5　 「生活リ ーダ ー講座」日程

*すべての講座は木曜日。眄間はいずれも午後1時30分～3時30分。

区
議
会
第
2
回
定
例
会

日
時
1
6
月
2
・
3
・
6
・
2
0日
、
い

ず
れ
も
午
後
1
時

間
先
=
千
住
本
庁

舎
・
区
議
会
事
務
局

掲
示
板

□
同
和
対
策
事
業

「
製
靴
技
能
講
座
」

受
講
者
募
集

▽
裁
断
コ
ー
ス
・
:
6
月
1
3
・
1
4
・
1
5
・

2
0
・
2
1
・
2
2
日
、
い
ず
れ
も
午
後
6
時
～

9
時
1
0
分
/
1
2
人
/
無
料
/
5
月
3
0

・
3
1
日
、
午
前
9
時
～
午
後
7
時
に
直

接
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込

▽
ス
キ
・
折
込
コ
ー
ス
…
7
月
4
・
5

・
7
・
8
・
1
1
‥
・
ロ
ー
日
、い
ず
れ
も
午

後
6
時
～
9
時
1
0
分
/
1
4
人
/
無
料
/

6
月
2
0
・
2
1
日
、
午
前
9

時
～
午
後
7

時
に
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話
で

申
込

※
い
ず
れ
も
、
都
・
足
立
高
等
職
業
技

術
専
門
校
台
東
分
校
(

台
東
区
橋
場
1
-
1
-
6
)

(
3
8
7
6
)
2
9
6
1

□
ゆ
う
あ
い
ら
ん
ど
・
さ
の
パ
ー
ト
職

員
(
寮
母
補
助
)
募
集

勤
務
時
間
=
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

対
象
=
4
5歳
位
ま
で
の
自
転
車
通
動
可

能
な
方

※
く
わ
し
く
は
、
ゆ
う
あ
い

ら
ん
ど
・
さ
の
へ

(
5
6
8
2
)
0
0
0
7

□
足
立
税
務
署
と
税
務
相
談
室
足
立
分

室
が
移
転
し
ま
し
た

移
転
先
l
〒
1
2
0千住
旭
町
4
-
2
1

足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1
㈹

税
務
相
談
室
足
立
分
室

(
3
8
7
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9
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□
東
京
善
意
銀
行

東
京
善
意
銀
行
で
は
社
会
福
祉
施
設

な
ど
へ
の
現
金
、物
品
の
寄
付
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
/
土
・
日
・
祭
日
を
除
く

午
前
9
時
～
午
後
5
時
/
〒
1
6
2
新
宿
区

神
楽
町
河
岸
1
-
I
セ
ン
ト
ラ
ル
プ

ラ
ザ
4
階
　
(
3
2
3
5
T
1
6
1

ひ

ろ
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=
催
し
物
=

☆
第
1
2
回
で
て
こ
い
サ
ー
ク
ル
バ
ザ
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6
月
5
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2

時
(
雨
天
決
行
)
/
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
/

日
用
雑
貨
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

/
堀
河

　
(
3
8
5
8
)
8
2
8
7

☆
花
畑
共
同
作
業
所
バ
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ー
6
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日
(
日
)
、
午
前
1
0時
～
午
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2
時
(
雨

天
決
行
)
/
城
北
養
護
学
校
体
育
館
/

日
用
雑
貨
等
の
品
物
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
/
花
畑
共
同
作
業
所

　
(
3
6
2
0
)
5
7
4
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春
の
行
政
相
談
週
間
5
月
2
2
日
～
2
8
日

国
や
都
、区
な
ど
役
所
等
に

関
す
る
要
望
や
苦
情
な
ど

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
各
省
庁
、

公
社
、
公
団
、
区
役
所
等
、
役
所
の
仕

事
に
関
す
る
要
望
や
意
見
、
苦
情
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、

行
政
相
談
委
員
(

下
衷
)
が
常
時

相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
行
政

相
談
委
員
は

、

行
政
と
住
民
の

パ
イ
プ
役
と
し

て

、
総
務
庁
長

官
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
民
間
有
識

者
で

、
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
に

適
切
な
措
置
や

助
言
を
行
う
な

ど
、
身
近
な
と

こ
ろ
r

砺
皿
し

て
い
ま
す

。

区
で
は

、
次

の
と
お
り
行
政

相
談
を
行
っ
て

お

り
ま

す

の

で

、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
時
=
毎
月
第
1
金
曜
日
、
午

後
1
時
～
t
t時

場
・
問
先
1
千
住
本

庁
舎
・
区
民
相
談
室

3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

行政相談委員名簿

ギャラクシティの

食堂を経営して

みませんか

場
所
―
栗
原
F
1
3
1
1

ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
内

食
堂
面
積
―
約
6
0㎡
(
定

員
2
6人
)

営
業
種
目
―
軽
飲
食

申

込
期
限
1
5
月
3
1日

※
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
1
千

住
本
庁
舎
・
生
涯
教
育
推
進
課
計
図
係

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー
世帯と人口( 6 年5 月1 日現在)・
回 且 且

青年センタ ーの催 し
日( 全4回) 、いずれ
も午前1a侍～正午
対象一幼児のいるお
母さんで、原則とし
て4 回すべて参加で
きる方 定員- 20 人
(先着順) 費用一
無料 申込一電話
※ お子さんの保育を
行っています。お問
い合わせください。

□ 青年講座「フ レッシュマンの元
気のもと」
戸惑いやプレッシ ャーを感じな

がら、新しい職場でがんばってい
るフレ ッシュマンを応援します。
日時・内容等一上表のとおり 対
象一青年男女 定員- 20 人 費用=1, 0001

円( 材料費) 申込一電話
□ 子育てセミナー 「子どもの生活
のリズム」
専門家 の話を聞き、相談もでき

ます。親子遊びや、ボランティア
の方たちによるお話し会もあり ま
す。 日時- 6 月9 ・16・21・30

□ 10代、20代のための自然の学校

「川を知り、流れを楽しむ」
私たちに残された身近な自然、

川について、観察の仕方や、楽し
み方を学びます。カヌーも体験で
きます。日時- 6月14・19・26
日、午前9時～午後5時( 14日は
午後7時～9時) 対象- 10代、
20代の青年20人 費用=500 円( 保
険料)

――いずれも――
場・申・問先一青年センタ ー

　3890- 0061

第28回 足立区展
期間-　洋圃・彫刻少年の部… 6
月11日～15日1>洋画・彫刻一般
の部… 6月18日～22日じ>書遭少
年の部… 6月x5日～6月29日　
書道一般の部… 7月2日～6日、
いずれも午前1( 鋳～午綬6時まで
場所- ギャラクシティ・こども 科

学館イベント ホール 問先一千住
太庁舎・文化振興係
3882―1111㈹

みどりとしょうぶまつり
6/ 11・12

日時- 6月11・12日、いずれも午
前10時～午後4時場所-しょう
ぶ沼公園( 谷中2- 4 ―1 地下
帙千代田線北綾瀬駅下車すぐ) 内
容- し ょうぷ田の開放/ ハナショ
ウブとアジサイの展示/ ハナショ
ウブの販売/ ハナショウブの株分
け教室/ 生け垣づくりと樹木の手
入れ教室/ 花と緑の販売( 苗木・花
鉢・園芸用舞の販売) / 野菜の販売
(足立又蓐尊牛岸者クラブが野粟
を低価格で販売) / 緑の交換会( 草
花または低木で、手で持ち運び可
能なものを又民の皆さん同士で交
換) / 緑の相 鮫コーナー/ 区公園
コーナー/R 鏝化コーナー/ もち
つきコーナー( 有料) / お 茶のサー
ビスコーナー( 有料) / 公社コーナ
ー 問先一千住本庁舎・緑化係
3882―1111( 代)

水と緑の公社 　3838- 8126

家庭用はかりの無料検査
日時等=　5月30日…東和センタ
ー　5月31日…梅田センター、
いずれも午前1a縟～午後4時対
象一体温計・寒謾計・血圧計・ヘ
ルスメータ ー・キッチンスケール

などの家庭用計量器 費用一無料
問先 一都・計● 協会
3434―6591

消費 者センター　3880- 5385

消 費 者
通 信 大 学「暮らしっくスクール」受講生募集
自宅で学習し 、提出したレポ ー

トを 専門の先牛 が添削指導する通

信制の学校です( 全5 回)。 スク ー
リン グ( 公開講座) もあります。
場所一消費者センタ ー 対象一区
内在 住・ 在勤の 方 定 員- 80 人(
先着順)
□ 暮らし つ< スクール公開講座
「暮らしと法律一食の安全は守れ
るか。輸入大国日本」

日時- 6月17日( 金) 、午後6K?30
分～8時30分場所一エル・ソフ
ィア 対象一区内在住・在勤の方

講師一神山美智子氏( 弁霞士) 定
員- 30 人( 先着順)

-い ず れ も

費用一無料 申込一電 話 申 ・問
先一消費者センター
3880 ―5385

生 涯学習情報誌
発刊! 『こ ど もDO ・DO ・DO 』

区では。「子ども自身 が主体的に
考え、行動すること」のでき る学
習珮境つくりを目指し、学校外活
励の手引きとなる生涯学習情報誌
「こどもDO ・DO ・DO 」を4 月
に発・も 区内の小学校4 ・5 ・6
年生の皆さ んへは学校で配布し ま
した。区立以 外の小学校 へ通学し

ている4 ・5 ・6
年生の方で本
誌を希望する方
には、お近く の
図書館で25日か
ら配布します。

問先 千住本庁舎・生涯教育推准
驟 　3882―1111㈹

図書館の臨時休館
次の図書館では、図書特別整理

のため休館します。ご不便をおか
けしますが、他の図● 館をご利用
<ださい。　竹の塚・新田・鹿
浜図書館- 6月1日～10日
佐野図書館- 6月2日～22日
千住図書館- 6月6日～15日
宮城図書縮- 6月8日～17日
伊興図書館- 6月10日～19日

問先一中央図書館
3840―4646

川の生きもの グラフ版

販 売 中 !

美し い絵本形式で、荒 川にすむ
生きものを紹介し た「川の生きも
の」の第二版ができ ました。品切れ
のためご 迷惑をおかけし ていまし
たが、次のところで販売し ます。
定価=900 円 販充場所一千 住本
庁舎・情報公開課および中央本町
庁舎・情報公開課分室

≪環境課≫

子 育 て の 自 由 な
語り合い の場 です 子育て学習室

子 育ての自由な語り合いの場に
参加して、子青ての素晴らしさを
惑じて みませんか。子育ての豊富
な経験と知恵を持つ 「子育てアド
バイザ ー」がお力になります。
日時等一下表のとおり 定員一各

コース20人( 先着順) ※ A ・C コ
ースでは満2 歳以上のお子さんの

保育をし ます。 費用一無料 申
込一電 話 申・問先一千住本庁 舎
・青少年課
3882―1111㈹
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